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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

① ：

（内容）

② ：

③ ：

２．平成17年3月期第３四半期財務・業績の概況（平成16年4月1日～平成16年12月31日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況

（注） １．

２．

３．

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：７５２１）

有

法人税等の計上基準については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。
また、引当金の計上基準などの会計処理については、一部簡便的な方法によっております。

無

売上高

代 表 取 締 役 社 長

小 林 厚 一

代 表 者

氏 名 羽 鳥 雅 孝

会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無

最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無

連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 無

問 合 せ 先

役 職 名

氏 名

責任者役 職名 代 表 取 締 役 専 務 取 締 役

（Tel：（03）3546-7710）

平成１７年３月期　　第３四半期財務・業績の概況（連結）

株 式 会 社 ム サ シ

平成17年2月22日

会 社 名

31,674

百万円

(3.9)17年3月期第３四半期

経常利益
四半期（当期）
純　　利　　益

百万円 ％ 百万円 ％

16年3月期第３四半期

（参考）16年3月期

営業利益

％ 百万円 ％

43,278

30,490

1,908

780

(―)

1,407 (―) 1,498

― (―) ―

(―)

― (―)

(―)

(―)

9101,811

―

17年3月期第３四半期

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

銭

98 16 ―

円

―

―

16年3月期第３四半期 ― ――

（参考）16年3月期 109 26

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

（百万円未満切捨）

売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示しております。

当第１四半期より四半期財務・業績の開示（売上高を除く）を開始したため、前年同期実績及び

対前年同期との比較数値については記載しておりません。

―

円 銭
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（2）財政状態（連結）の変動状況

【連結キャッシュ・フローの状況】

①財政状態（連結）の変動状況

②連結キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は3億53百万円となりました。
これは、主として固定資産の取得等による支出１億97百万円､営業譲受けによる支出１億50百万円によるものであり
ます。

財務活動の結果使用した資金は61百万円となりました。
これは、短期借入金の増加が１億41百万円ありましたが、配当金を１億70百万円支出したことによるものでありま
す。

   当第３四半期末時点の総資産は、349億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億９百万円減少しました。
増加の主なものは現金及び預金４億50百万円、たな卸資産２億69百万円、減少の主なものは売上債権の減少９億80
百万円であります。
   株主資本は192億60百万円となり、株主資本比率が1.9ポイント上昇し55.1％となりました。

当第３四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は前連結会計年度末に比べ5億50百
万円増加し、102億52百万円となりました。

営業活動の結果得られた資金は9億65百万円となりました。
これは、税金等調整前四半期純利益14億83百万円、売上債権の減少9億80百万円のほか減価償却費等の資金
増加要因がありましたが､仕入債務の減少4億45百万円､法人税等の支払額10億21百万円のほか賞与引当金の減
少、たな卸資産の増加等の資金減少要因により相殺された結果によるものであります。

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]
　当第３四半期のわが国経済は、好調な輸出や設備投資に支えられ回復基調を維持してきましたが､昨秋以降の原油･
原材料価格の高騰や円高の進行などにより先行きの不透明感が出てまいりました。このような経済環境の中、当社グ
ループの業績の進捗状況は以下の通りであります。

　情報システム機材は､情報のデータベース化の進展によりマイクロフィルムスキャナーなどデジタル関連機器の販売や
メディア変換サービスなどの受託が伸長いたしました。
　印刷システム機材は､印刷工程のデジタル化需要の増加によりＣＴＰなどデジタル関連機材の販売が伸長いたしまし
た。
　金融汎用システム機材は、新紙幣に対する紙幣処理機器の改造及び更新が好調に推移いたしました。
　選挙システム機材は、昨年夏の参議院選挙向け機材販売の好調に加え､各地方選挙向けの販売も順調に推移いた
しました。
　紙･紙加工品は、特殊包装用紙等の販売は伸長したものの、印刷･出版用紙の販売が低迷いたしました。

％

総資産 株主資本 株主資本比率
１株当たり
株主資本

（参考）16年3月期

55.117年3月期第３四半期 19,260

18,70635,147 53.2

百万円百万円

34,937

銭円

442,423

2,347 92

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円

17年3月期第３四半期 965

（参考）16年3月期 2,140

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期      末     残     高

百万円 百万円 百万円

△ 353 △ 61 10,252

6 △ 501 9,701

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]

　この結果､当第３四半期における売上高は316億74百万円（前年同期比3.9％増）、営業利益14億7百万円、経常利益
14億98百万円、四半期純利益7億80百万円となりました。
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３．平成17年3月期の連結業績予想（平成16年4月1日～平成17年3月31日）

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 銭

○添付資料

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書、（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

当期純利益

96 円 60

以 上

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づく予想であり、将来の業績に影響を与える不確
実な要因が含まれております。従いまして、実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性があることをご
承知おきください。

[業績予想に関する定性的情報等]
平成17年3月期の連結業績につきましては、現時点では前回予想（平成16年11月24日付発表）に対して変更はありま
せんが､新紙幣対応に関連した機器への需要増などを受け､利益面につきましては計画に対し強含みで推移しておりま
す。

通 期

百万円

経常利益

1,583 767

百万円 百万円

42,896

売上高
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１．（要約）四半期連結貸借対照表

当四半期 （参考）

（平成17年3月期第
3四半期末）

平成16年3月期

金額 金額
（資産の部）
Ⅰ 流動資産

現金及び預金 10,265 9,814
受取手形及び売掛金 8,525 9,505
たな卸資産 2,327 2,058
その他 547 569
貸倒引当金 △ 29 △ 33

流動資産合計 21,636 21,914
Ⅱ 固定資産

有形固定資産
建物及び構築物 1,635 1,683
土地 2,689 2,689
その他 663 631

有形固定資産合計 4,988 5,004
無形固定資産 701 727
投資その他の資産

投資有価証券 2,151 2,166
差入保証金 4,508 4,373
その他 1,048 1,063
貸倒引当金 △ 97 △ 103

投資その他の資産合計 7,610 7,500
固定資産合計 13,300 13,232

資産合計 34,937 35,147
（負債の部）
Ⅰ 流動負債

支払手形及び買掛金 10,060 10,428
短期借入金 2,778 2,637
未払法人税等 360 667
その他 1,122 1,306

流動負債合計 14,321 15,039
Ⅱ 固定負債

長期借入金 162 186
退職給付引当金 343 407
役員退職慰労引当金 521 475
その他 327 333

固定負債合計 1,355 1,401
負債合計 15,677 16,440
（少数株主持分）

少数株主持分 ― ―

（資本の部）
資本合計 19,260 18,706

34,937 35,147
負債、少数株主持分及び
資本合計

科 目

（単位：百万円）
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２．（要約）四半期連結損益計算書

当四半期 （参考）

（平成17年3月期
第3四半期）

平成16年3月期

金額 金額

Ⅰ 売上高 31,674 43,278

Ⅱ 売上原価 24,621 33,962

売上総利益 7,053 9,315

Ⅲ 販売費及び一般管理費 5,645 7,504

営業利益 1,407 1,811

Ⅳ 営業外収益 145 179

Ⅴ 営業外費用 54 82

経常利益 1,498 1,908

Ⅵ 特別利益 5 9

Ⅶ 特別損失 21 182

1,483 1,735

税金費用 702 825

780 910

科 目

税金等調整前四半期
（当期）純利益

四半期（当期）純利益

（単位：百万円）
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

当四半期 （参考）

（平成17年3月期
第3四半期）

平成16年3月期

金額 金額
Ⅰ

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,483 1,735
売上債権の増減額（増加：△） 980 543
仕入債務の増減額（減少：△） △ 445 △ 804
法人税等の支払額 △ 1,021 △ 239
その他 △ 30 905

965 2,140
Ⅱ

固定資産の取得等 △ 197 △ 231
営業譲受けによる支出 △ 150 ―
その他 △ 6 238

△ 353 6
Ⅲ

短期借入金の増減額（減少：△） 141 △ 357
配当金の支払額 △ 170 △ 127
その他 △ 32 △ 17

△ 61 △ 501
Ⅳ

△0 △0
Ⅴ

550 1,644
Ⅵ

9,701 8,056
Ⅶ

10,252 9,701
現金及び現金同等物の期末残高

（単位：百万円）

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期首残高

区分

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー
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